
今後の施設の更新計画【単独と広域化（施設共同化）】 （R2.8.25 全員協議会資料No.2 改訂版）

（新設）加圧ポンプ
（新設）非常用自家発電設備

：基幹施設整備

：主な配水地

：主要な管路

管路更新の考え方について
高水圧地区、漏水頻度、漏水時の影響範囲等を考慮し、昭和40～50年代に布
設した硬質塩ビ管を中心に管路更新を計画
Ｒ１～Ｒ10年度：薬水、比曽、今木、吉野平地区等 Ｒ10～Ｒ20年度：北野地区
Ｒ20～Ｒ30年度：南大和地区

【現状】管路総延長：約194km  耐震管：約5km     耐震化率：約５％
震度７程度の大地震が発生した場合の耐震適合率 ：約24％
（※土質等の条件により耐震管と見なすことができる耐震適合管を含める）
震度5～6程度の地震が発生した場合の耐震適合率 ：約76％

・硬質塩ビ管の更新費用 約5,000万円/年
・平畑第二配水場から南大和区間の送水管更新（令和14～16年度）

費用 約7億6千万円
・R31年度からは北野地区を中心に布設後80年を経過した鋳鉄管を更新

鋳鉄管更新費用 約1億2,700万円/年

単 独
広域化

※

（千円）

③北野第一配水場から北野第二配水
場までの送水連絡管・送水ポンプ整備
【R14年度～R18年度】約8億6千万円
目的：安定給水

・桜ヶ丘浄水場施設整備 約22億6千万円
（R7～R16年度）

・取水施設整備 約 2億5千万円
（R9～R10年度）

・中央監視設備更新 約 1億2千万円
（浄水場整備時）

・平畑第一配水場中継ポンプ整備 約3億6千万円（R  7～R  9年度）
・平畑第一中継ポンプ発電機整備 約1億円 （R13～R14年度）
・福神配水池築造事業 約2億円 （R13～R14年度）

広域化施設整備計画①
五條市・大淀町間に連絡管路等を布設

（千円）

広域化施設整備計画②

総事業費 約77億5千万円（R1～R30年度）
（人件費含む）

総事業費 約85億2千万円（R7～R36年度）
（人件費含む）

事業費の推移

②浄水池、配水池、送水ポンプ、沈殿
池更新整備
【R8年度～R12年度】約11億3千万円
目的：基幹施設の耐震性能向上

④排水処理施設整備
【R21年度～R25年度】約11億3千万円
目的：安定した浄水処理

現状は、山林に埋設
されているため

維持管理が今後の課題
（ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管）

経年施設更新計画（管路）

R2.8.25全協説明時
今回

平畑第二配水場から南大和区間
の送水管更新
【R14年度～R16年度】約7億6千万円

平畑3系統送水管φ350

※基本計画p16に記載

桜ヶ丘浄水場の取水・浄水施設を更新 ※基本計画p16に記載

R3年度に国庫補助金を
活用して北野第一配水
場内に非常用発電設備
を設置したことから、非
常時における安定給水
が確保できたため

事業見直し理由

※基本計画p18に記載

送水管 φ150
L=1,120m

（新設）北野第一送水ポンプ

（移設）北野第一加圧ポンプ

緊急連絡管 φ100

更新整備費用を平準化

国交付金・県財政支援を活用して、桜ヶ丘浄水場等
基幹施設の更新整備費用を10年間で集中的に投資

広域化した場合の国交付金・
県財政支援の推移

R5年2月時点
国交付金 4.3億円
県財政支援 4.3億円
計 8.6億円

今回
国交付金 11.0億円
県財政支援 11.0億円
計 22.0億円

北野第一配水場内
に非常用発電設備
を設置（R3年度）
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①平畑第一から第二への加圧ポンプ
更新整備
【R3年度～R6年度】約3億6千万円
目的：安定給水


